


森
信
三
先
生
は

　
　
　◆
国
民
教
育
者
の
師
父
と
仰
が
れ
、
全
国
各
地
を
講
演
行
脚
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　◆�「
全
一
学
」（
人
生
を
生
き
る
真
の
力
と
な
る
学
問
）を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　◆「
人
生
二
度
な
し
」を
根
幹
と
す
る「
人
間
学
」を
実
践
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
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森 

信
三
先
生
の
語
録
よ
り

　
◦「
人
生
二
度
な
し
」こ
れ
人
生
に
お
け
る
最
大
最
深
の
真
理
な
り

　
◦
時
を
守
り
　
場
を
清
め
　
礼
を
正
す
。
こ
れ
再
建
の
三
大
原
則
な
り

　
◦
逆
境
は
神
の
恩
寵
的
試
練
な
り

　
◦
一
眼
は
遠
く
歴
史
の
彼か

な
た方

へ
他
の
一
眼
は
脚
下
の
実
践
へ

　
◦
教
育
と
は
流
水
に
文
字
を
書
く
よ
う
な
果
か
な
い
業
で
あ
る

　
　
　
だ
が
そ
れ
を
巖が
ん
ぺ
き壁
に
刻
む
よ
う
な
真
剣
さ
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

　
◦
人
間
は
一
生
の
う
ち
逢
う
べ
き
人
に
は
必
ず
逢
え
る

　
　
　
し
か
も
一
瞬
早
過
ぎ
ず
一
瞬
遅
す
ぎ
な
い
時
に

森 信三先生の生涯
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森
信
三
先
生
は
、
第
一
回
官
選
国
会
議
員
・
愛

知
県
会
議
長
を
歴
任
し
た
愛
知
県
半
田
市
の

岩や

滑な
べ

時
代

名
士
、
端は
し
や
ま山
忠
左
衛
門
を
祖
父
と
し
、
武
豊
町
で
商
店
を
営
む

父
俊
太
郎
・
母
は
つ
の
三
男
と
し
て
、
明
治
二
十
九
年
九
月

二
十
三
日
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
二
歳
の
時
、
両
親
の
不
和
に
よ
り
、
岩
滑
の
小
作
農
家
森
家

に
養
子
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
端
山
家
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
を
襲
っ
た
人
生
第
一
の
試
練
で
し
た
。

　
し
か
し
、
養
父
母
森
種
吉
・
は
る
は
、
非
常
に
律
義
、
実
直

か
つ
勤
勉
で
、
隣
近
所
の
人
た
ち
に「
ほ
ん
と
う
の
子
だ
っ
て

あ
ん
な
に
大
事
に
は
出
来
な
い
」と
云
わ
れ
る
ほ
ど
、
信
三
少

年
を
か
わ
い
が
り
ま
し
た
。

　
毎
年
秋
の
暮
れ
に
な
る
と
、
小
作
米
を
俵
に
つ
め
て
荷
車
に

積
み
、
地
主
の
家
へ
納
め
に
出
か
け
る
種
吉
の
後
ろ
姿
が
、
幼

い
信
三
少
年
の
眼
底
に
深
く
焼
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
の

底
辺
に
生
き
る
庶
民
の
質
朴
さ
と
哀
歓
を
味
わ
わ
れ
た
こ
と

が
、
生
涯
を
貫
く
先
生
の
基
調
音
と
な
り
ま
し
た
。

森も
り 

信し
ん
ぞ
う三
先
生
の
生
涯

養父母（種吉・はる）岩滑尋常小学校在学中
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岩
滑
尋
常
小
学
校
へ
の
入
学
は
、
明
治
三
十
六
年
で
し
た
。

「
信
三
さ
ん
に
か
な
う
者
な
し
」と
い
う
評
判
は
、
高
等
科
へ
進

ん
で
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
等
科
で
は
、
伯
父
・

日
比
恪い

つ
きが
校
長
で
あ
り
、
親
代
わ
り
の
よ
う
に
見
守
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
し
い
よ
い
よ
卒
業
の
年
、
そ
の
日
比
校
長
か
ら

「
お
ま
え
の
家
は
中
学
へ
行
け
る
よ
う
な
家
で
は
な
い
か
ら
師

範
学
校
へ
行
き
、
学
校
の
先
生
に
な
る
ほ
か
な
い
」と
言
わ
れ

た
時
は
、
人
生
の
き
び
し
さ
と
挫
折
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
肩
を
並
べ
て
成
績
を
争
っ
て
い
た
友
人
た
ち
は
み
な

中
学
校
へ
進
学
し
、信
三
少
年
は
た
だ
一
人
取
り
残
さ
ま
し
た
。

先
生
を
襲
っ
た
第
二
の
試
練
で
す
。
師
範
学
校
へ
入
る
に
は
年

齢
が
足
り
な
い
の
で
、
母
校
で
一
年
間
給
仕
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昨
日
ま
で
は
全
校
生
の
前
で
号
令
を
か
け
て
い
た

信
三
少
年
は
、
当
時
の
小
使
い
さ
ん
の
下
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
校
長
室
の
一
隅
に
席
を
置
き
、
来
客
接
待
、

校
長
秘
書
の
よ
う
な
仕
事
を
し
な
が
ら
、
礼
儀
作
法
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
岡
田
式
静
坐
法
の
創
始
者
岡

田
虎
二
郎
先
生
の
偉
容
に
接
し
た
こ
と
は
、
後
年
の「
腰
骨
を

立
て
る
教
育
」の
提
唱
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

森 信三先生の生涯

愛知師範学校在学中愛知師範学校在学中
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町
の
横
須
賀
尋
常
高
等
小
学
校
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

刊
行
さ
れ
た
三
浦
修
吾
著『
学
校
教
師
論
』を
宿
直
室
で
読
み
ふ

け
り
、
さ
ら
な
る
向
学
心
を
か
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
横
須
賀
小
学
校
勤
務
一
年
半
後
の
大
正
七
年
、
先
生
の
才
能

を
惜
し
む
友
人
た
ち
の
勧
め
と
親
戚
・
近
隣
の
援
助
に
よ
り
、

故
郷
を
離
れ
、
広
島
高
等
師
範（
広
島
高
師
）に
進
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
篤
志
家
サ
ン
ト
リ
ー
の
創
業
者
鳥
井
信
治
郎

氏
の
支
援
を
受
け
、
広
島
高
師
を
卒
業
。
さ
ら
に
四
日
市
の
実

業
家
小
菅
剣
之
助
氏
か
ら
学
資
援
助
に
受
け
、
京
都
帝
国
大
学

哲
学
科
へ
と
修
学
の
道
を
歩
み
続
け
ま
し
た
。
両
校
で
は
、
当

時
日
本
を
代
表
す
る
思
想
家
、
西
晋
一
郎
、
西
田
幾
多
郎
の
二

人
の
恩
師
か
ら
、
倫
理
学
と
哲
学
を
学
び
ま
し
た
。

　
幻
の
師
・
新あ

ら
い井
奥お
う
す
い邃
先
生
の
著
書
に
接
し
て
、
隠
者
に
憧
憬

を
深
め
、
さ
ら
に
幾
人
か
の
在
野
の
思
想
家
た
ち
と
膝
を
接
す

る
機
会
を
得
て
、
先
生
は
晩
年
の「
全ぜ

ん
い
つ一

学
」の
提
唱
に
発
展
す

る
学
問
の
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

故
郷
を
出
る

名
古
屋
第
一
師
範
学
校（
愛
知
師
範
）を
首
席
で

卒
業
し
た
信
三
先
生
は
、
三
河
の
幡は

ず豆
郡
吉き

ら良

広島高等師範学校時代（先生左端）京都大学大学院時代（先生前列左端）
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大
阪
の
天
王
寺
師
範
学
校（
天
王
寺
師
範
）の
一
教
諭
と
し
て
勤

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
こ
で
学
問
の
体
系
化
に
没
頭
し
、

名
著『
恩
の
形
而
上
学
』『
学
問
方
法
論
』を
執
筆
し
ま
し
た
。

　
二
宮
尊
徳
翁
の『
二
宮
翁
夜
話
』『
報
徳
記
』に
出
会
い
、「
真

理
は
現
実
の
唯
中
に
あ
り
」、「
人
生
二
度
な
し
」の
根
本
信
条

に
開
眼
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
し
た
。

　
天
王
寺
師
範
の
倫
理
の
授
業
で
は
、
人
生
の
切
実
か
つ
身
近

な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
講
義
し
、生
徒
に
筆
記
さ
せ
た
講
義
録『
修

身
教
授
録
』は
、
当
時
国
語
界
の
巨
人
・
芦
田
恵え

の
す
け

之
助
先
生
の

目
に
と
ま
り
、
氏
に
よ
り
刊
行
さ
れ
、
全
国
教
育
界
に
喧
伝
さ

れ
る
名
著
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
阪
生
活
十
三
年
の
後
、
恩
師
西
晋
一
郎
先
生
の
推
挙
で
、

満
州
の
建
国
大
学
創
立
で
教
授
と
し
て
赴
任
。
倫
理
・
哲
学
の

教
授
、
ま
た
塾
頭
と
し
て
、
学
生
た
ち
に
慕
わ
れ
ま
し
た
。

　
や
が
て
敗
戦
の
混
乱
の
中
、
新
京
を
脱
出
し
て
、
奉
天
へ
行

き
、
零
下
三
十
度
の
廃
屋
で
凍
餓
死
寸
前
と
な
り
、
九
死
に
一

生
を
得
て
帰
国
さ
れ
た
の
は
、
生
涯
最
大
の
試
練
で
し
た
。

『
修
身
教
授
録
』の
発
刊

京
都
大
学
哲
学
科
を
首
席
で
卒
業
し

な
が
ら
、
学
問
の
都

み
や
こ

京
都
を
離
れ
、

森 信三先生の生涯

天王寺女子師範学校での授業（先生中央） 天王寺師範時代（昭和８年頃）
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国
民
教
育
者
の
友
と
し
て
、
こ
の
世
の
生
を
終
え
ん
」と
い
う

決
意
の
も
と
、
全
国
各
地
の
学
校
と
縁
あ
る
人
々
を
訪
ね
、
講

演
会
、
読
書
会
や
座
談
会
に
出
席
し
て
啓
蒙
運
動
に
専
念
さ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
、月
刊
誌「
開か

い
け
ん顕
」を
発
行
し
、の
ち「
実
践
人
」

と
改
題
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
雑
誌「
少
年
科
学
」の
発
行
に
よ
り
、
開
顕
社
は
破

綻
し
て
、
多
額
の
負
債
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
二
十
八
年（
五
十
六
歳
）、
神
戸
大
学
教
育
学
部
教
授
に

迎
え
ら
れ
、
多
く
の
学
生
に
感
化
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
大

学
在
職
中
は
、
教
育
哲
学
並
び
に
教
育
実
践
の
講
義
と
、『
生

を
教
育
に
求
め
て
』叢
書
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
著
書
を
執

筆
し
、今
で
も
国
民
教
育
者
の
必
読
の
書
と
仰
が
れ
て
い
ま
す
。

　
在
職
中
の
逸
話
も
多
く
、
出
勤
す
る
と
、
教
官
室
と
教
室
の

間
の
廊
下
の
ゴ
ミ
を
、
在
職
七
年
間
拾
い
続
け
ら
れ
た
と
か
、

昼
休
み
に
は
校
庭
の
芝
生
の
上
で
学
生
た
ち
と
座
談
会
を
し
た

こ
と
な
ど
、
よ
く
話
題
に
の
ぼ
る
話
で
す
。

帰
国
し
て
「
学
者
に
あ
ら
ず
、
宗
教
家
に
あ
ら
ず
、
は
た

ま
た
教
育
者
に
あ
ら
ず
。
宿
縁
に
導
か
れ
て
、

神戸大学時代（昭和30年頃）小学校での教育講演会
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講
演
行
脚
と
執
筆
活
動
に
打
ち
込
み
、
ま
さ
に
凄
絶
を
極
め
た

感
が
あ
り
ま
し
た
。（
そ
の
例
と
し
て
、
講
演
旅
行
千
回
の
悲

願
を
一
年
半
に
て
遂
行
）

　
昭
和
四
十
年
、
神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学
教
授
と
し
迎
え
ら

れ
、
授
業
を
担
当
さ
れ
な
が
ら
、
月
刊
誌
の
発
行
、
毎
年
夏
・

冬
の
研
修
会
の
開
催
、
著
述
、
講
演
行
脚
、
各
地
読
書
会
の
指

導
と
東
奔
西
走
の
活
動
を
つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
先
生
は
戦
前
戦
後
の
著
書
に
加
え
、
新
た
に『
哲

学
五
部
作
』等
を
加
え
、
昭
和
三
十
九
年
、『
森
信
三
全
集
』

二
十
五
巻
の
出
版
と
い
う
大
事
業
に
全
生
命
を
か
け
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
、
妻
そ
し
て
長
男
の
逝
去
が
続
い
た
の
を
機

に
、
先
生
は
尼
崎
市
・
立
花
地
区
に
居
を
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
全
国
の
同
志
か
ら
声
が
挙
が
り
、
多
数
の
人
々
か

ら
の
浄
財
寄
金
に
よ
り「
家
」の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和

五
十
年
完
成
。「
実
践
人
の
家
」は
、同
志
の
集
う
場
所
と
な
り
、

事
業
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。（
翌
五
十
一
年
、社
団
法
人
認
可
、

平
成
二
十
一
年
法
改
正
に
よ
り
一
般
社
団
法
人
認
可
）

「
実
践
人
の
家
」の
創
設

昭
和
三
十
五
年（
六
十
三
歳
）、
神
戸

大
学
定
年
退
職
後
の
五
年
間
、
全
国

森 信三先生の生涯

全集 教育行脚中の先生
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現
在
は「
実
践
人
の
家
」の
本
部
と
し
て
、
創
設
者
森
信
三
先

生
の
遺
志
を
受
継
ぎ
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
生
は
こ
こ
で
独
居
自
炊
、玄
米
菜
食
生
活
を
実
践
さ
れ
る
。

　
一
人
雑
誌
、
複
写
は
が
き
の
使
用
、
立り

つ
よ
う腰
教
育
、
生
涯
三
冊

の
本
刊
行
な
ど
を
幅
広
く
推
奨
さ
れ
、
同
志
発
行
本
の
序
文
執

筆
は
一
九
三
篇
に
及
ん
だ
。
同
時
に
、
先
生
は
全
国
の
真
人
の

発
掘
と
そ
の
著
書
の
刊
行
と
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
全
一
学
の
集
大
成
と
し
て『
全
一
学
五
部
作
』な
ど

の
執
筆
を
続
け
、こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、昭
和
五
十
七
年（
八
十
五

歳
）『
森
信
三
全
集
続
篇
八
巻
』と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
晩
年
は
、
脳
血
栓
に
よ
る
不
自
由
な
手
で
ハ
ガ
キ
の
返
事
を

書
き
、
来
訪
す
る
同
志
に
指
導
を
与
え
な
が
ら
、
平
成
四
年

十
一
月
二
十
一
日
、
九
十
六
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
一
生
は
、民
族
の
将
来
に
思
い
を
馳
せ
、縁
あ
る
人
々

の
た
め
に
精
魂
を
尽
く
さ
れ
た
生
涯
で
し
た
。
そ
れ
は「
人
生

二
度
な
し
」の
根
本
信
条
と
、
腰
骨
を
立
て
続
け
る
と
い
う
身

心
相
即
道
に
よ
り
、
い
の
ち
の
本
分
を
完
遂
せ
ら
れ
た
と
言
う

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
国
民
教
育
者
の
師
父
で
あ
り
、「
人

間
の
生
き
方
」の
導
師
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
生
涯
で
し
た
。

「実践人の家」の森信三先生 竣工当時の実践人の家（昭和51年）森信三全集 続編
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森 

信
三
先
生 

略
歴

明
治
二
九
年
　
〇
才
　
愛
知
県
知
多
郡
武
豊
町
生
ま
れ
　
第
一
回
国
会
議
員
の
端
山
忠
左
衛
門
の
孫
　
男
三
人
兄

弟
の
末
っ
子
。
二
才
よ
り
小
作
農
森
種
吉
の
養
子
と
な
る（
半
田
市
岩
滑
）。

明
治
三
六
年
　 
六 

　
岩
滑
尋
常
小
学
校
入
学

明
治
四
〇
年
　
一
〇
　
半
田
小
学
校
高
等
科
入
学

明
治
四
一
年
　
一
一
　
元
旦
に
実
家
の
祖
父
端
山
忠
左
衛
門
よ
り
頼
山
陽
の「
立
志
の
詩
」を
教
え
ら
れ
る
。

明
治
四
四
年
　
一
四
　
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
母
校
の
給
仕
と
し
て
小
学
校
で
働
き
、
岡
田
虎
二
郎
氏
の
腰
骨

を
立
て
通
す
こ
と
を
学
ぶ
。
下
座
業
も
学
ぶ
。

大
正 

元 

年
　
一
五
　
代
用
教
員
と
し
て
働
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
第
一
師
範
入
学
寄
宿
舎
生
活
を
す
る
。（
四
年
）

大
正 

五 

年
　
一
九
　
横
須
賀
尋
常
小
学
校
勤
務
。

大
正 

八 

年
　
二
二
　
広
島
高
等
師
範
英
語
科
入
学
、
三
年（
福
島
政
雄
、
西
晋
一
郎
両
先
生
に
師
事
）。

大
正
一
一
年
　
二
五
　
旧
阿
倍
野
高
等
女
学
校
に
英
語
教
師
と
し
て
勤
務
。

大
正
一
二
年
　
二
六
　
京
都
大
学
哲
学
科
入
学
、
三
年（
西
田
幾
多
郎
先
生
に
師
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
木
興
道
和
尚
、福
田
夫
妻
、伊
藤
証
信
、宮
崎
童
安
、高
田
集
蔵
氏
ら
野
の
思
想
家
と
交
流
）

昭
和 

元 

年
　
二
九
　（
松
本
）文
子
と
結
婚
。
京
都
北
白
川
に
住
む
。
天
王
寺
師
範
、
女
子
師
範
に
勤
め
な
が
ら

京
都
大
学
大
学
院
へ
進
学
　
大
阪
生
活
一
三
年
始
ま
る
。

昭
和 

三 

年
　
三
一
　「
二
宮
翁
夜
話
」、「
報
徳
記
」よ
り「
真
理
は
現
実
の
た
だ
中
に
あ
り
」「
人
生
二
度
な
し
」、

（
一
八
九
六
）

（
一
九
一
一
）

（
一
九
二
四
）

森 信三先生の生涯
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と
の
学
問
的
開
眼
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
証
信
氏
よ
り「
知
愚
一
如
」を
学
ぶ
。

昭
和 
五 

年
　
三
三
　
大
学
院
五
年
課
程
を
終
了
、
大
阪
北
田
辺
に
住
む
。

昭
和 
六 
年
　
三
四
　
天
王
寺
師
範
の
専
任
教
諭
と
な
る
。

（
一
九
三
一
）　
　
　
　
新
井
奧
邃
著「
奧
邃
広
録
」を
見
出
す
。

昭
和 

七 
年
　
三
五
　
国
民
精
神
研
究
所（
文
部
省
）に
派
遣
。

昭
和
一
〇
年
　
三
八
　「
忠
孝
の
論
理
」刊
行
。「
恩
の
形
而
上
学
」執
筆

昭
和
一
二
年
　
四
〇
　「
修
身
教
授
録
」五
巻（
授
業
記
録
）を
芦
田
恵
之
助
氏
推
奨
に
よ
り
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
学
問
の
方
法
論
」刊
行

昭
和
一
四
年
　
四
二
　
建
国
大
学
へ
勤
務
。
七
年

昭
和
二
〇
年
　
四
八
　
シ
ベ
リ
ア
送
り
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、元
生
徒
に
救
わ
れ
る
。奉
天
で
大
道
易
者
二
ヶ
月
。

昭
和
二
一
年
　
四
九
　
引
き
揚
げ
。
甲
子
園
へ
。
教
え
子
来
訪
。
作
歌
と
思
索
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
民
族
に
科
せ
ら
れ
た
巨
大
な
変
革
の
様
相
と
そ
の
意
義
を
知
る
こ
と
に
全
力
を
集
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
わ
れ
る
ま
ま
に
講
演
を
し
て
回
り
、
敗
戦
国
民
の
悲
哀
を
痛
感
。
敗
戦
の
日
本
民
族
を

立
ち
直
ら
せ
る
に
は
家
庭
教
育
し
か
な
い
、
と
考
え
、
そ
の
重
要
性
を
説
く
。

昭
和
二
二
年
　
五
〇
　
講
演
、
月
刊
誌「
開
顕
」発
刊

昭
和
二
三
年
　
五
一
　
月
刊
誌「
親
と
子
」発
刊
。
月
刊
科
学
誌「
子
供
の
科
学
」（
明
和
印
刷
）の
普
及
頒
布
に
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
国
と
共
に
歩
む
も
の
」五
巻
・
歌
集「
国
あ
ら
た
ま
る
」刊
行

昭
和
二
四
年
　
五
二
　
開
顕
社
よ
り
作
田
荘
一
著「
時
代
の
人
河
上
肇
」、
芦
田
恵
之
助
著「
恵
雨
自
伝
」を
刊
行

昭
和
二
六
年
　
五
四
　「
少
年
科
学
」を
発
行
、
開
顕
社
は
破
綻
し
、
家
屋
敷
を
売
却
し
て
返
済
に
充
て
る
。
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昭
和
二
七
年
　
五
五
　
兵
庫
県
立
篠
山
農
大
に
英
語
科
講
師
と
し
て
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
筆
活
動
、
講
演
行
脚
に
従
事
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
研
修
会
、
夏
安
居（
げ
あ
ん
ご
）を
京
都
府
胡
麻
郷
小
学
校
で
開
催

昭
和
二
八
年
　
五
六
　
神
戸
大
学
教
育
学
部
教
授
　
紙
く
ず
拾
い
、「
自
分
の
学
問
と
旅
と
を
、
躰
を
か
け
て
切

り
結
ば
せ
て
み
た
い
。」執
筆
活
動
、
講
演
行
脚

昭
和
三
一
年
　
五
九
　
月
刊
誌「
実
践
人
」発
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
義
、
ハ
ガ
キ
の
返
事
、
全
国
教
育
行
脚
、
著
述
を
行
う

昭
和
三
五
年
　
六
三
　
神
戸
大
学
退
職
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
、
冬
の
研
修
会
、
全
国
教
育
行
脚（
二
五
〇
日
／
年
）は
続
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
中
飲
食
の
禁
。
名
所
旧
跡
の
見
物
の
禁
。
古
本
屋
を
の
ぞ
く
の
が
楽
し
み

昭
和
三
七
年
　
六
五
　
教
育
講
演
一
〇
〇
〇
回
に
。「
立
腰
教
育
」の
緊
要
な
こ
と
を
発
表

昭
和
三
九
年
　
六
七
　「
実
践
人
創
刊
一
〇
〇
号
」に「
森
信
三
全
集
」刊
行
を
公
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
村
真
民
氏
が「
天
の
声
地
の
声
」と
し
て
推
奨
下
さ
る
。

昭
和
四
〇
年
　
六
八
　
海
星
女
子
学
院
大
学
四
年
制
開
始
に
当
た
っ
て
、（
野
尻
武
敏
氏
）の
推
薦
で
教
授
就
任

昭
和
四
二
年
　
七
〇
　
上
村
秀
男
氏
を
介
し
て
元
兵
庫
県
知
事
阪
本
勝
氏
と
話
し
合
う
。
森
信
三
先
生
を
生
涯
の

師
と
仰
ぐ
と
著
述
さ
れ
る
。

昭
和
四
三
年
　
七
一
　「
森
信
三
選
集
」の
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
集
二
五
巻
の
編
集
を
完
了
　
教
育
行
脚
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
信
三
先
生
の
創
意
提
唱
に
、
一
人
雑
誌
、
複
写
ハ
ガ
キ
使
用
、
立
腰
教
育
、
生
涯
三
冊

の
著
書
刊
行
の
奨
め
が
あ
る
。
又
、「
奉
仕
」と
し
て
返
事
を
出
す
、
同
志
の
著
述
の
相
談

森 信三先生の生涯
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に
応
じ
、
普
及
に
力
を
入
れ
、
紙
く
ず
を
拾
う
。

昭
和
四
五
年
　
七
三
　
隠
岐
の
島
で
の
夏
季
研
修
会
は
永
海
佐
一
郎
博
士
の
話
が
中
心
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
士
の
信
念
は「
人
間
の
価
値
＝
天
職
へ
の
熱
心
度
×
心
の
き
れ
い
度
」で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
が
国
は
極
度
の
退
廃
現
象
の
風
潮
が
蔓ま

ん
え
ん延
し
て
い
る
。「
腰
骨
を
立
て
る
教
育
」し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
し
つ
け
の
三
原
則
は
、朝
必
ず
挨
拶
す
る
、「
は
い
」と
返
事
を
す
る
、は
き
物
を
そ
ろ
え
、

い
す
を
入
れ
る
」が
家
庭
で
し
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
堤
唱
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
子
夫
人
逝
去

昭
和
四
六
年
　
七
四
　「
森
信
三
著
作
集
」刊
行

昭
和
四
七
年
　
七
五
　
長
男
惟
彦
逝
去
　
実
践
社
の
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
月
、
尼
崎
市
西
立
花
町
の
廃
屋
で
独
居
自
炊
生
活
を
は
じ
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
米
自
然
食
、
挨
拶
、
紙
く
ず
拾
い
を
務
め
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
来
の
客
も
増
え
る
。
み
そ
汁
会
、
と
ろ
ろ
汁
会
を
開
催
し
た
。

昭
和
四
九
年
　
七
七
　「
幻
の
講
話
」（
五
巻
）刊
行
。全
国
同
志
の
献
金
に
よ
り
、「
実
践
人
の
家
」建
設
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
日
本
人
と
思
想
」山
縣
三
千
雄（
早
稲
田
大
学
教
授
）著
で
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
代
表

的
思
想
家
九
人
に
森
信
三
先
生
を
入
れ
ら
れ
る
。

昭
和
五
〇
年
　
七
八
　「
実
践
人
の
家
」落
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
服
革
命
で
ヤ
ン
グ
向
き
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
に
変
身
す
る
。

昭
和
五
一
年
　
七
九
　「
実
践
人
の
家
」が
社
団
法
人
と
し
て
認
可
が
下
り
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
全
一
学
五
部
作
」の
執
筆
を
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
腰
教
育
の
福
岡
市
仁
愛
保
育
園（
石
橋
富
知
子
氏
）を
田
辺
聖
恵
氏
と
訪
問
、
指
導
。
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年
六
五
和
昭

　

四
八
　

。
院
入
院
病
口
塚
で
栓
血
脳

年
七
五
和
昭

　

五
八
　

。
る
け
続
を
炊
自
居
独
で」
家
の
人
践
実
「。
職
退
を
学
大
院
学
子
女
星
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
全
三
信
森
「

　

。
る
す
表
発
を
行
刊
の」
巻
八
篇
続

年
八
五
和
昭

　

六
八
　

。
る
す
転
移
へ）
区
灘
市
戸
神
（宅
彦
迪
男
三
、
後
院
入
院
病
星
海
で
栓
血
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
九
五
和
昭

　

七
八
　

集
全
三
信
森
「

　

。
い
な
え
絶
が
客
来
中
養
療
。
成
完
の」
巻
八
編
続

成
平

 

元 

年　

二
九
　

）
版
出
知
致
（刊
再」
録
授
教
身
修
「

成
平

 

四 

年　

六
九
　

。
去
逝
日
一
二
月
一
一

成
平

 

五 

年

　
　
　
　

忌
回
三

　

。
る
れ
さ
挙
推
に
民
市
誉
名
市
田
半

成
平

 

六 

年

　
　
　
　

。
成
完
室
念
記
三
信
森
を
室
一
の
そ
、
い
伴
に
設
開
館
念
記
吉
南
美
新
が
市
田
半

成
平

 

七 

年

　
　
　
　

於
（催
開
会
修
研
季
夏
人
践
実
・
念
記
年
百
誕
生
生
先
三
信
森

 

）
市
田
半

年
七
一
成
平

　
　
　
　

於
（催
開
会
修
研
季
夏
人
践
実
・
念
記
年
十
百
誕
生
生
先
三
信
森

 

）
市
崎
尼

年
四
二
成
平

　
　
　
　年

五
二
成
平

　
　
　
　

）
版
出
知
致
（刊
再
巻
八」
）
緝
新
（巻
続
集
全
三
信
森
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
念
記
吉
南
美
新
市
田
半

　

。
設
移
へ
館
物
博
立
市
田
半
が
室
念
記
三
信
森

年
六
二
成
平

　
　
　
　

。
成
完」
庵
一
全
「館
料
資
三
信
森
、
て
し
備
整
・
造
改
を」
家
の
人
践
実
「

年
七
二
成
平

　
　
　
　

於
（催
開
会
大
修
研
国
全
念
記
年
周
十
四
立
創
人
践
実
・
年
十
二
百
誕
生
生
先
三
信
森

 

）
市
崎
尼

年
九
二
成
平

　
　
　
　

於
（催
開
会
大
修
研
国
全

 
回
二
九
算
通）
市
崎
尼

）
生
先
男
哲
徳
行
・
風
思
村
芳
・
司
松
森
大
・
也
晋
野
小
・
董
俊
山
青
（師
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
発」
人
践
実
「誌
関
機

　

号
九
九
七
算
通

 

）
齢
年
満
の
点
時
月
四
は
齢
年
（

森 信三先生の生涯

実
践
人
の
冬
期
研
修
会
は
地
域
別
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
全
国
的
研
修
会
と
な
る
。

「
第
二
一
回
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
教
育
賞
」受
賞（
広
島
大
学
）




